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1.は じめに
「や りもらい」の補助動詞はそのもとになる動詞の動作がだれのために行わ

れるかを現わすものである。また読者の意識が強く現れる言い方で、“話し手

の視点"と いうものを常に問題にする。つまり話す相手や、話の中の人物・

事件を、自分側の者 (内の関係)か、そうでないか (外の関係)に よつて言葉を

使い分けている。

本研究はこのような授受動詞の構文のうち、
「～てあげる」「～てくれる」

「～てもらう」をとりあげ、英語圏の学習者と韓国語を母語とする日本語学習

者を対象に、視点表現としての理解がどの程度進んでいるのか、また構文の

習得はできているのかを調査し、母語別に使用状況と誤用分布を調べたもの

である(1)。

2.調査の概要

調査はカナダにあるトロント大学の東アジア学部日本語学科に在学してい

る学生 (33名 )と韓国の S大学の日本語日本文学科に在学している学生 (71名 )

を対象にした。 トロント大学に在学している学生は英語は使つているものの

英語を母語とする学生と中国語など漢字を使用する言語を母語とする学生が

まざっているので、アンケー ト調査を行うときそれぞれの母語を調べ、英語

を母語とする学生を英語話者、中国語を使用する学生を中国語話者にわけて

調べた。また学習歴を調べ、 1年の学生と 1年の授業を修了し、 2年生に在

学する学生を初級に、 3年と4年に在学している学生を中級にわけた。韓国
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の学生は 1年生と2年生は日本語の学習時間が短いので対象からはずし、3

年生と4年生だけを対象にした。 3年生は 3学期、4年生は 5学期を修了し

た学生である。できるだけ日本語習得期間を合わせるため習得期間の違う他

科からの学生は除外した。

調査は構文習得の状況を調べるために絵を提示し、指示に従い、文を完成

するようにした。調査に用いた問題は『みんなの日本語』初級 I本冊 (ス リー

エーネットワーク、1998)の24課の練習問題を参考にし、10の問題を提示した。

参考までにアンケー トの資料をのせておく。わかりやすくするために資料の

動詞は過去形に提示しておく。
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5)“会を力く)

絵をかいた人:ワ ′とさん

7X切手を見せる)

見せる人:ワンさん

9X料理をつくる)

スミスさんはワッとさんに   6X京
都を案内する)

案内する人:木付さん

ワンさんは捏tに
8X拿を貸す)

木村さんはスミスさんに

佐諄さんは私の弟に

貸す人;佐藝さん

10X日中さんを紹介する)

l3,lLttr?#>€Lt=

つくる人 :松本さん

紹介する人:タワポンさん

3.調査結果及び考察

3.1 全体の日本語のレベル別、母語別の正答率

まず全体の日本語のレベル別の正答率を見てみる。

それぞれ (英・初)は (英語話者初級 )、 (英・中)は (英語話者中級)、 (漢。初)

は (中国語話者初級 )、 (漢・中)は (中国語話者中級)、 (韓・3)は (韓国語話者 3

年生)、 (韓・4)は (韓国語話者 4年生)の略である。

スミスさんは松本さんに ″
~~~~― ―■

囲
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母語別に分けて全体のレベル別の平均正答率を「表 1」 に示す。

(表 1)レ ベル別・母語別の平均正答率 (%)
グループ 英・初 英・中 漢・初 漢・中 韓・3 韓・4 計

正答率 65.0 80.0 75.0 80.0 65.0 81.1 74.4

もっとも高い正答率を示しているのは韓国の 4年生の81.1%であるが、英

語話者の中級と中国語話者の中級が両方とも80.0%示 し、二つの学習者のグ

ループがほぼ同じ正答率を示している。また英語話者の初級 (65.0%)と 中級

(80.0%)への上昇率と、韓国語話者の初級 (65.0%)と 中級 (81.1%)への上

昇率はあまり変らず、中国語話者はわずか5.0パーセンテージ(75.0→ 80.0)

の上昇率を見せ、二つのグループのうちもっとも低い上昇率を示している。

つまり中国語話者の場合、他の学習者より初級の時の正答率が高く、初級段

階ですでに補助動詞の授受表現の習得が進んでいたということが言える

3.2 母語別の使用状況と誤用分布

次に母語別の使用状況とそれぞれの「～てあげる」「～てくれる」「～てもらう」

の平均正答率の表を見ながら、それぞれの誤用の実態について考えてみたい。

3.2.1 英語話者

(表 2)英語話者 ―初級―(8名 )
例文の番号 正用(%) 誤用 (%)

～テアグル てあげる てくれる てもらう 無記入

50.0 37.5 12.5 0.0

62.5 25.0 12.5 0.0

～テクレル てくれる てあげる てもらう 無記入

100 0.0 0.0 0.0

75.0 12.5 12.5 0.0

625 37.5 00 00

～テモラウ てもらう てあげる てくれる 無記入

50.0 0.0 、50.0 00

500 250 250 00

750 00 250 00

500 125 375 0.0

10 750 12.5 12.5 0.0
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正用(%) 誤用(%)例丈の番号

無記入てくれる てもらう～テアグル てあげる

28.6 0.071.4 0.0

0.028.671.4 0.0

無記入てくれる てあげる てもらう～テクレル

14.3 0.071.4 14.3

0.00.0 28.671.4

0.0 0.085.7 14.3

無記入てあげる てくれる-7+7 '
てもらう

0.0 0,0100 0.0

14.3 0.085.7 0.0

0.00.0 0.0100

28.6 0.014.357.1

0.0 14.385.7 0.010

―中級―

(表 4) ―初級― (8名 )

(表 5)英語話者 (7名 )

英語話者の場合、「～てもらう」の例文が高い上昇率を見せて、2番の例文

文型 正用(%)

てもらう 無記入てあげる てくれる

0.031.3 12.5
～てあげる

56.3

てもらう 無記入てくれる てあげる

16.7 4.2 0.0
～てくれる

79.2

てくれる 無記入てもらう てあげる

0.010.0 30.0
～てもらう

60.0

正用(%) 誤用(%)文型

てくれる てもらう 無記入てあげる

28.6 0.071.4 0.0
～てあげる

無記入てくれる てあげる てもらう

0.09.5 14.3
～てくれる

76.2

てくれる 無記入てもらう てあげる

2.985.7 2.9 8.6
～てもらう
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は50.0%か ら100%に、 4番の例文は50.0%か ら85.7%に上がつている。全

体の正答率を見ると「～てくれる」 (77.8%)よ り「～てあげる」 (63.9%)

の正答率が落ちている。しかしながら、上昇率から考えると「～てあげる」

のほうは56.3%か ら71.4%と 上がつているが、「～てくれる」の方はわずかで

あるが、落ちていることがわかる。言い変えれば上のレベルになるにつれ、

「～てもらう」と「～てあげる」は徐々に身についていくが、「～てくれる」

はすぐに身につかないということであろう。そこで考えられるのは話者の視

点が文の主語と一致する「～てもらう」と「～てあげる」は視点が主語と一

致しない「～てくれる」の構文より早く習得されるということである。

ここで「あげる」「くれる」「もらう」に対応する英語について考えてみ

る。「あげる」「くれる」「もらう」に対応する英語として“give""receiVe"が
(2)

一般的である。日本語では受取る人の名詞が話し手の「私」であるか否か

によって「あげる」か 「くれる」になるが、英語ではそのような区別をし

ない。

1)HcgNe meab∞ k.→彼は私に本をくれた。

2)Hc Fve her a book.→彼は彼女に本をあげた。

3)Igave him a bok.→ 私は彼に本をあげた。

「もらう」は“receivd"に対応することになるが、次のような違いがある。

4)He received 5,000ycn from me'

→?彼は私に5,000円 もらった。

5)He received 5,000yen from her.

→彼は彼女に5,000円 もらった。

6)l received 5,000yen from him.

→私は彼に5,000円 もらった。

「もらう」では与える人の名詞が原則として話し手の
「私」ではあり得ない

が、receiveではそのような制限はない。また「もらう」は主語の受取る人の

側の意志が積極的に主張されるのに、receiveはそのようなことはない。
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7)?I will recciVe 5,000yen■ om John.

→ジョンに5,000円 もらお う。

8)?I �ed"receive 5,000yen■om John.

→私はジョンに5,000円 もらお うとした。

この点で 「もらう」は英語の・̀get"に近く、“rece�e"は 日本語の「受取る」

に近いといえる。

今回の英語話者の初級の場合、授受行為の方向付けが完全に習得できなか

ったせいか、「～てあげる」とすべきところを「～てくれる」(31.3%)と し、

「～てくれる」とすべきところを「～てあげる」 (16.7%)と した例が目立つ。

1.(3)山 田さんはトムさんにコピーを手伝って(≦」■た)。

→あげ

8.佐藤さんは私の弟に傘を貸して(あ」た)。

→くれ

ところが中級の場合、「～てあげる」とすべきところを「～てもらう」(28.

6%)と し、「～てくれる」とすべきところを「～てもらう」(14.3%)と した

例が目立つ。

6.木村さんはスミスさんに京都を案内して(菫らった)。

→あげ

7.ワンさんは私に切手を見せて(■」ュ2た )o

→くれ

これは本動詞の調査とは対照的な結果である。本動詞の場合は中級のレベ

ルで「くれる」とすべきところを「もらう」とした誤用が一つも見あたらな

かったのである。「あげる」「くれる」「もらう」の調査
(4)では主語と視点が一

致する「もらう」の方が"givc"に相当する「あげる」「くれる」より習得しや

すいことが言えたが、補助動詞では「～てもらう」の構文の特異性のため、

外国人学習者にとつては視点の位置づけと構文の習得が本動詞より複雑なも
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のになつているということであろう。

3.2.2 中国語話者

(表6)中国語話者 ―初級― (10名 )

(表7)中国語話者 ―中級― (8名 )

優丈の番号 正用(%) 誤用 (%)

～テアグル てあげる てくれる てもらう 無記入

60.0 30.0 10.0 0.0

90,0 0.0 10.0 0.0

～テクレル てくれる てあげる てもらう 無記入

80.0 10.0 10.0 0.0

80.0 20.0 0.0 0.0

60.0 20.0 20.0 0.0

～テモラウ てもらう てあげる てくれる 無記入

80.0 20.0 0.0 0.0

70.0 10.0 20.0 0.0

80.0 20.0 0.0 0.0

80.0 10.0 10.0 0.0

10 70.0 30.0 0.0 0.0

威 の番号 正用(%) 誤用 (%)

～テアグル てあげる てくれる てもらう 無記入

62.5 25.0 12.5 0.0

87.5 12.5 0.0 0.0

～テクレル てくれる てあげる てもらう 無記入

75.0 25.0 0.0 0.0

75.0 25.0 0.0 0.0

50.0 25.0 25.0 0.0

～テモラク てもらう てあげる てくれる 無記入

87.5 0.0 12.5 0.0

100 0.0 0.0 0.0

100 0.0 0.0 0.0

75.0 12.5 12.5 0.0

10 87.5 0.0 12.5 0.0
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正用(%) 誤用(%)文型

てくれる てもらう 無記入てあげる

0.075.0 15.0 10.0
～てあげる

てあげる てもらう 無記入てくれる

10.0 0.073.3 16.7
～てくれる

無記入てもらう てあげる てくれる

0.076.0 18.0 6.0
～てもらう

(表8)中国語話者 (10名 )

―中級―

ここでは主に中国語を母語とする中国語話者の使用状況と誤用の分布を見

てみる。中国語の授受動詞について奥津(1983)は次のように述べている。『与

え手主語Ⅲ受け手主語が対立するだけの二語体系であつて、日本語と比べてき

わめて単純である。更に言えば、与え動詞としては “給"と いう一般的な動

詞があるが、受け動詞の方には、代表的なひとつの動詞をいうものがない。

“要 .収 .受 .拿 .領 .牧受 .牧到 .接受 .接到 .得到 .拿到 .領受 .領取 .清領"な どた

くさんあつて、それぞれ用法が微妙にちがうようである』

つまり“給"と いう動詞が日本語の「ヤル・アゲル・サシアゲル・クレル・

クダサル」に対応するが、単なる与え動詞であって敬語・非敬語、身内へ・よ

そものへ、の区別なく使えると指摘している。

また “清"を中心として “譲・要・叫・派・動員・托・技"な ど(謙語式動詞)が

一定の条件のもとで「～てもらう」と対応するが、いずれも使役文であり、主

語が身内であれば対応すると言つている。基本的には「～てもらう」の意味

正用(%) 誤用(%)文型

てもらう 無記入てあげる てくれる

18.8 6.3 0.0
～てあげる

75.0

てもらう 無記入てくれる てあげる

0.066.7 8.3 25.0
～てくれる

てくれる 無記入てもらう てあげる

2.5 7.5 0.0
～てもらう

90.0
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に対応する中国語の表現はないと指摘し、日本語のようにある人の行為を利

益・恩恵とみなして表現する習慣がなく、中国語ではそれを客観的、中立的に

表現するのが一般的だと報告している。

今回調査に応じた中国語話者は全員 トロント大学の学生であるが、ちいさ

い時カナダの方に移住して来た学生やまたは中国語を母語とする両親の下で

育った学生たちである。その学生たちの 画 may languageは 主にマンダリン、

広東語、北京語である。今回の調査では、初級学習者の平均正答率が英語話

者、韓国語話者の初級学習者より高い。また他の母語を持つ学習者と違う傾

向を見せて、「～てくれる」の習得が低く,それに上のレベルになってもその

正答率は上がっていない。

誤用の実態を見ると、英語話者と同じく初級の時は「～てあげる」と「～

てくれる」の混同 (「てくれる」 (誤)→ 「てあげる」 (正)(15.0%)、 「てあげ

る」 (誤)→ 「～ てくれる」 (正)(16.7%))が 多い。

7.ワ ンさんは私に切手を見せて(塑げた)。

→くれ

ところが英語話者の中級では「てあげる」とすべきところに「～てもらう」

としたのが多かったが、中国語話者の中級では 「てあげる」とすべきところ

にも初級と同じく、「てくれる」(18.8%)と した例が多かった。「～てくれる」

とすべきところは英語話者と同じように「～てもらう」 (25.0%)と した例が

多い。

8.佐藤さんは私の弟に傘を貸して(上二2た )。

→くれ
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3.2.3  1韓国語話者

(表 10)韓国語話者 -3年生― (44名 )

(表 11)韓国語話者 -4年生― (27名 )

例文の番号 正用(%) 誤用(%)

～テアグル てあげる てくれる てもらう 無記入

61.4 27.3 11.4 0.0

50.0 13.6 34.1 2.3

へ́テクレル てくれる てあげる てもらう 無記入

65。 9 22.7 11.3 0.0

61.4 29.6 68.0 2.3

52.3 27.3 18.9 2.3

～テモラウ てもらう てあげる てくれる 無記入

97.7 2.2 0.0 0.0

70.5 15.9 13.6 0.0

77.3 13.6 9.1 0.0

54.6 25.0 18.9 2.3

10 59.1 22.7 15.9 2.3

例文の番号 正用 (%) 誤用(%)

～テアグル てあげる てくれる てもらう 無記入

63.0 25.9 11.1 0.0

63.0 33.3 0.0 3.7

へ′うテクレル てくれる てあげる てもらう 無記入

96.3 7.4 0.0 0.0

85.2 7.4 3.7 3.7

74.1 11.1 7.4 7.4

～テモラウ てもらう てあげる てくれる 無記入

96.3 3.7 0.0 0.0

81.5 4.1 7.4 0.0

92.6 0.0 3.7 3.7

85.2 7.4 3.7 3.7

10 81.5 3.7 3.7 11.1
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文型 正用 (%) 誤用(%)

てあげる てくれる てもらう 無記入
～てあげる

12.5 1.255.7 30.7

てくれる てあげる てもらう 無記入

60.0
～てくれる

26.5 12.3 1.5

てもらう てあげる てくれる 無記入
～てもらう

71.9 15.9 11.5 0.9

(表12)韓国語話者 ― (44名 )

(表 13) -4年生―

韓国語には人称の視点の制約がなく、「あげる」「くれる」の両方の意味を

持っている「李 [キ 」という語がある。授受動詞が「て」を伴い「～てあげる」

「～てくれる」になると「～引 苓叫」になり、「～てもらう」に相当する表現

はない。つまり韓国語には利益を受ける人を主語としながら、仕手と受け手

の行為を一度に言える「～てもらう」にあたる表現はない。「～酬 季El」 に

は利益。恩恵の意味があり、視点表現もふくまれているが、そのなかでも「～

てあげる」にあたる「～副 季 E卜 」は日本語の用法と多少ずれている。そのた

め、韓国語話者は日本語の補助動詞を韓国語の用法に合せて使いがちなので、

誤用も多く現れる。今回の調査でも「～てあげる」の誤用がもっとも多い。(3

年生の誤用率44.3%、 4年生の誤用率37%)

日本語の「～てもらう」が韓国語のどのような表現に対応しているのかを

調べてみたが0、 一番多い表現は「普[|」 や「季叫」などハングルだけを用

いたものである。「営叫」は日本語の「もらう」よりは意味が広いので、「～

てもらう」の構文を変えずに「名詞 +世 叫」の形で、「～てもらう」の意味

文型 正用 (%) 誤用(%)

てあげる てくれる てもらう 無記入
～てあげる

63.0 20.5 22.8 1.9

てくれる てあげる てもらう 無記入
～てくれる

84.0 8.6 3.7 3.7

てもらう てあげる てくれる 無記入
～てもらう

87.4 5.2 3.7 3.7
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を伝えたり、受身の表現も伝えたりしている。「～てもらう」を使うために

は人間関係、それに構文上、主語や補語として表われる人(行為の主体とな

るもの、その対象となる者)を重ねて考えなければならないので韓国人には

紛らわしい問題であるが、今回の調査では「～てもらう」がもっとも高い正

答率を見せている。これはすでに指摘したように「～てもらう」の構文が学

習しにくいので、意識的に学習を進め、その結果「～てもらう」の構文が「～

てあげる」「～てくれる」「～てもらう」の構文のうち、もっとも良く習得

できた結果ではないかと思われる。

本動詞の調査では「くれる」を「もらう」とした誤用は初級の段階でしか

現れなかったが、補助動詞の場合には4年生の場合にも「～てくれる」を「～

てもらう」とした例が目立つ。

7.ワ ンさんは私に切手を見せて(も.L2た )。

→くれ

8.佐藤さんは私の弟に傘を貸して(」」ユ2た )。

→くれ

このような傾向は補助動詞の視点表現の理解の不足と構文が完全に習得さ

れていないことで、上級のレベルになってもなくならない誤用の一つだと言

えるだろう。

4. :おわりに

以上、英語話者、中国語話者、韓国語話者の補助動詞の使用状況をみて、

その習得について考えてみたが、ここではその結果を簡単にまとめる。

1)学習者の日本語能カレベル、母語によって誤用の型が異なるが、英語話者

と韓国語話者には 「～てあげる」と「～てくれる」の混同が多く、上のク

ラスになってもその誤用はなくならない。

2)母語別に見ると、英語話者と韓国語話者は「～てあげる」の正答率が低い

が、中国語話者は「～てくれる」の正答率が低い。
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3)英語話者と韓国語話者の「～てあげる」の正答率はレベルが上がると高く

なったが、中国語話者は「～てあげる」の正答率は変わらない。また 「～

てくれる」の正答率は英語話者の場合 若干落ちているが、中国語話者の場

合はかなり落ちている。本動詞の時、中国語話者の「～くれる」の上昇率

が高かったこととは異なる結果であるが、ここから補助動詞の習得の難し

さがうかがわれる。

4)「～てあげる」「～てくれる」「～てもらう」のうち、「～てもらう」の正答

率がもっとも高い。「～てもらう」の構文は他の言語には存在しないので、

外国人学習者には習得しにくいものと言われているが、今回の調査で二つ

のうち、もっとも高い正答率を見せていることはとても興味深いことであ

る。

5)韓国語話者の場合、「～てあげる」の正答率が一番低く、上級になっても三

つの項目のうちもっとも低いが、「～てくれる」の上昇率は二つのグループ

のうちもっとも高い。また「～てくれる」とすべきところを「～てもらう」

とした誤用は、初級と中級、両方とも現れる、これは本動詞の時とは違う

傾向を見せている。

注

(1)本論文は『ことば』25号 (2∞4年発行)の 「「～てあげる」「～てくれる」「
‐てもらう」の

習得について一英語圏話者と 韓国語話者を比較して―(1)」 の続きで、(1)ではレベ

ル別、問題別に考察し、今回は 母語別の使用状況と誤用分布を考察する。

(2)大江三朗(1975)『 日英語の比較研究 主観性をめぐつて』南雲堂

(3)ア ンケートの例文の番号

(4)韓先熙(2003.12)「「あげる」「くれる」「もらう」の使用状況の分析―英語話者と中国

語話者、韓国語話者を比較して一」『日本学報』第57号 韓国日本学会

(5)韓先熙(1998)『「てもらう」に関する考察―韓国語表現を中心に一』 祥明大学校 語文

学研究 7号
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